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工　異端審問制度と強麟概念
　1．1　1497年、ドン・マヌエル1世（在位2495－1521）によるユダヤ人強制改宗は、カスティ
リャのイザベルとの結婚条件くユダヤ人のポルトガル王国よりの追放》を満足させただけでなく、
高額納税者・儒用経済の担い手（商業・貿易・医者・弁護士等）であるユダヤ人国内在住を可能な
らしめたのである（8＞
　嗣年5月、毅キリスト教徒（濡改宗ユダヤ人）（2＞の宗教上の問題についてはむこう20年間詮議
立てしないこととし、1512年、’18年に終了するこの期限を16年間延長している（1533年まで）（♂）
また、1507年には、薪キリスト教徒に関する唯一の法律上の区鋼であった国外移動禁止令も廃止さ
れ、薪キリスト教徒といわゆるカトリック教徒との区溺は全くなくなるのである（8）
　1．2　ところが、この2法令を国王自らが犯すのである。1515年8月26日、教皇庁に対して、
異端審問制度設立申請をローマ大使ドン・ミゲル・ダ・シルヴァに命ずる（評
　国王の挙げた根拠は、「カスティリャで異端（；改宗ユダヤ人が、ユダヤ教に復帰すること）と
して異端審問に迫害されたユダヤ人がポルトガルに亡命し、（．．．）よきキリスト教徒として信仰の
純潔を守らない。彼らのみならず、ポルトガルの薪キリスト教捷もまた取調べの上、然るべき刑罰
を受ける必要がある［（　）は林田が補足した］」（6）というものである。カスティリャで、1480
年以来行われていたユダヤ人あ異端を口実としての財産没収（7）を嶺然知っていたはずの国王が、
偶然にせよ、用意されている1497年強制改宗者（当時2万の在住ユダヤ人のうち改宗に抵抗したも
のはわずか7，8人に過ぎなかった）（8＞を眼前にして、何らの策を思いつかなかったはずはない。
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注意しなければならないことは、申請の根拠に、＜強糊》という言葉が見当たらないことである。
　1．3　中世カトリック教会は、「如何なる方法であっても、何入に短しても、強鰯的に我が信仰
の秘跡を受けさせるのは合法的ではない」（9）とし、「自分の宗教（ユダヤ教）を患実に守っている
ユダヤ人に対して（．．．）なんら干渉せず、生活や権利を脅かすことなどできなかったということ
である。それどころか、（＿）キリスト教徒に対し、ユダヤ人の自由を腺重するようにと要求して
いた」（1◎o）
　国3三も、強制改宗がマイナス符暑であることは、既に承知のことであり、一方、強制的に改宗さ
せられたユダヤ人も上記中世の慣例から判断して、ユダヤ教に復帰したのを容易に想像できる（こ
の行為は宗教的に罪ではなかったのであるから）（llO）
　従って、このく強制》という雷葉を隠蔽しておけば、中世異端審問制度の原則　　中世社会にお
いて、ユダヤ人のキリスト教徒たる道は、その窃発性に依存するしかないのである。一方、またそ
れ故にこそ、一旦自発的にキリスト教に改宗したものがユダヤ教に復帰した場合、彼らは厳罰に処
された。ある者は火刑に処された（き2＞一に基き、強翻改宗ユダヤ人を厳罰に処し、カスティリャ
に倣って財産没収を行うことができると、国王は考えたのではないか。ローマ教皇もその裏の意味
を悟ったのであろう。制度申請を退けている。以後、ドン・マヌXル国王側からその在位中申請は
一
切行われていない（93）
　肇．4　次代国王ドン・ジョアン3世（在fSZ1521－1557）の’31年4月教皇クレメンス7盤への鯛
度設立請願を皮切りに、6年越しの教皇・国王問交渉が始まる（評
　第1國申請で、国王は強制改宗に書及せず、薪キリスト教徒のユダヤ教復帰を指摘する讐
　この直後、「その祖国の信輝に立ち帰るために、ポルトガルからトルコに逃れた薪キリスト教徒
ディオゴ・ピレス（＿）は、ローマに行き、強1騨改宗を迫られ、キリスト教徒たる宣欝を行なう
ことを強要されたが、そうはしなかった、と皆白した」〈16＞という事件が生じている。これは、彼
が、1497年強制改宗者であり、中世カトリック概念に則り、ユダヤ教に復帰しようとした際、薪た
に強制改宗・受礼を受けたが、従わなかった、と器うものであろう。
　1532年6月14日、国王は法令を発布する。
　国外移動禁止令。しかも、財産売却・移動も禁じ、一切の商業活動を1497年以降のキリスト教改
宗者（瓢1497年強制改宗者を含む薪キリスト教徒）に停止せしめたのである。そして、以上の禁令
を破る者には、死罪・財鷹没収刑が課されたのである（さ7＞改宗ユダヤ人にとっては究活問題であ
る。
　ユダヤ人迫害を行うカスティリャ及び鰯度設立に動き出したポルトガルを露のあたりにした改宗
ユダヤ人が国外退去（1507年に認可されている）を始めていることを予瀾させる法令である〈き8＞
　また、強鋼改宗者を含む新キリスト教徒を生蟄とする財産没収が、今や綱度の冒的であることを
ポルトガル国EEが明らかにした法令である。
　教皇側は、＜強鰯》という概念を嫌忌し（19＞交渉は真っ向から対立する。
88
学報第74号
　葦．5　解決の糸口を掴んだのは、イタリア領有問題でフランスと対立し、1527年にはローマ掠
奮を行い、またトルコの威嚇にさらされていた教皇が頼らざるを得なかった皇帝カルロス5世であ
る。
　「ポルトガル大使ドン・エンリケ・デ・メネーゼスは生まれて初めて、　’35年12fi　26日ナポリで
皇帝と会見した。皇帝は、彼に概に以前カスティリャ宮廷付ポルトガル大使アルヴァU・メンデ
ス・デ・ヴァスコンセーロスに述べたこと、即ち、自分の甥ドン・ジョアン3世の諸要求を満足さ
せるために必要なできる限りのことをし、（．．．）交渉は成立している、と繰り返し述べた」（蓉o）
　1536年5月23日、制度許可の大勅書Cum　ad　nlhil　magisが発布される。＜強潮》という概念は、
実質的に認められることになるのである（劉
　1．6　ところで、　’31年から’36年までポルトガル国王は、異端審問制度設立に関する交渉を
メインに据える教皇との諸交渉に10万クルザードの臨時出費をしている（22）（cf．’24年インド軍備
強化のため、ヴァスコ・ダ・ガマ、兵2700名を連れインド航行：20万クルザード）（§3）
　1534年4月9日小勅書Ex　litterarum　exemploの中で、「教皇特派使節は（．．．）、大勅書（1533
年4月7日大勅書Sempi亀emo　Reg圭）執行のためには、いかなる賄賂も受け取ってはならない。た
とえ、それがポルトガル側から進んで差し出されたものであったとしても、収賄は厳罰に処する」
（24）としている。それ故に、「異端審問制度設立に反対するすべての措置は、新キリスト教徒により
教皇庁に蓄えられた巨額の賄賂のためであるという噂がポルトガルで立っている」（25）ということ
が、まんざら噂でないように思える。
　結局、教皇側は交渉を遅滞させ、薪キリスト教徒からも、またポルトガル国王からも賄賂を受け
取り、私腹を肥やそうとしたのではないか。
　だからこそ、教皇はカスティリャで国家機関化した異端審問制度による、改宗ユダヤ人の異端を
口実にした財産没収刑を決して忘れなかった（260）制度が国家機関化すれば、ユダヤの富は失われ
てしまう。
　「キリスト教徒にとっては不浄の行為とみなされていた金融業（．．．）に従事させることで、
けっこう持ちつ持たれつの関係を維持させていた」（27）教皇にとって、ユダヤの富を失うことは大
きな損失であった。
　それ故に、ユダヤ人に対する寛大さ（隔強制改宗への反対）を持ち出して制度設立申請を退け、
中世的世界を維持しようとした、という読みも可能である。
1　異端審問制度・・：政治的世界の鎮魂術
　2。1　以上のように、カトリック教会のユダヤ人に対する寛大の概念は、経済的概念と関係付
けられるばかりではない。
　ユダヤ人は、「それぞれの国で、その周辺や片隅に空間を求めてそこに生活していた。みんな社
会の中にあると同時に、よそ者であった。みんな社会に属していながらその社会にはうけいれられ
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ていない」（劉従って、彼らは境界性という性格を苗びざるを得ない。
　一方、「カトリック教会も、悪魔だけで満足しているわけではないではないか。彼らとて、戦意
を喪失しないためには、はっきりとEに見える敵を必要とするのである（．．．）」（§9＞　「「我ら」の
アイデンティティが確認されるために、「彼ら」は必要なのであり、彼らはそういった意味で有用
なのである。キリスト教社会がゲットーを必要とした文化的前提はここにある。（．．．）中世西欧の
ユダヤ人はキリスト教社会の周縁に位置する集団であった。ユダヤ人は「我ら」であると共に、
「彼ら」であるj（まo＞　「ユダヤ人は存在していたのではなく、存在させられていたのである」（鮒
　ここまで見てくれば、我々は「犠牲の論理」（32）に思い当たるはずである。
　政治的盤界にあっては、次のことが行なわれるのである。世界にとって「悪の象徴というべきも
の」「隠れた不畜な力」「腫れ物」「はたもの」「エキセントリックな非日常的存在」「否定的な存在」
「文化の中の挑発的な部分」「周縁」「境界」「反秩序的マイナス記号を付された生賛（ヴィクチム〉」
が、時と場所を限定して、選び出され、顕在化・視覚化・強調され、飾り立てられ、「日常生活に
集積された諸人の煩いA「H常世界の汚染」「共岡体の罪と繊れ」「負のエントロピー」を吸収させ
られ、破壊される。そして、そうすることによって、盤界は浄化され、また秩序は確証されるので
ある（政治的世界の鎮魂御＝神話及び象徴に内在する究極的論理）（§3＞
　2．2　中盤異端審問制度において、窃発的な改宗ユダヤ人が、ユダヤ教に復帰した場合、教会
が厳罰に処したというのは、周縁的記号を持つユダヤ人が、ユダヤ教に復帰することにより生まれ
る罪（キリスト教徒が、儒輝に反旗を翻すのと岡義）に起因する社会危機鑑負のエントUピーを切
り抜けるためには、彼らが購罪の山羊として葬られない限り、カタルシス或いは救いがもたらされ
ることはない、という意味である。
　こうしてみると、次の一節も老練な為政者の言葉ということになろう。「教会並びに艦主は、ユ
ダヤ人が我が主イエス・キリストを傑刑に処した者の末齎であるという記憶を保っておくために、
彼らを永遠の鎖に繋ぎ、キリスト教徒の内で生活するのを許可している」轡
　2．3　それでは、認められたく強制》概念は、ポルトガルにおいて如何なる政治的な意味を有
するのであろうか。
　境界性（マージナリティ）こそふさわしいユダヤ人が、キリスト教化させられる、つまり中心記
号を付されてしまうのは、中世的秩序が確証されるためには、好ましからぬことである。絶えざる
記号の増殖作用の故に、中心部分を生気づけているユダヤ人を失うことになるからである（中世異
端審問制度のユダヤ人に対する寛大さ及び、自発的改宗者がユダヤ教に復帰した場金の厳罰がその
意味を失ってしまう）。
　《強制》概念は中世的な意味では異質なものであり、強糊改宗ユダヤ人は、その本性と共に中挺
酌慣例からユダヤ教に復帰したはずである。ところが今や強制改宗が、正当化されたのである轡
　従って、強麟的に改宗させられたユダヤ人が、ユダヤ教に復帰することにより罪が生まれること
になるのであるから、これに対応する儀礼的に完全な生賢が購いとして供えられる必要性が生じて
90
学報第74号
くるのである。
　中世異端審問鋼度的見地と、それとは異なるポルトガルめそれとの狭問に立たされた強制改宗ユ
ダヤ人の心理的動揺（IHtw値感への矯執）を利用した制度である。
　この時期は、公債の発行（36）と共に中世世界が崩壊し、それに続いて絶対王権の確立する時期で
ある。いわゆる社会の転換期を迎えているのである。
　《強制》という記号自体が、転換期に梢応しいといえよう。従って、ユダヤ教復帰に対する制裁
篇 生蟄の儀式も、中世にあっては、その社会の秩序を維持するためのものであったのに対し、この
時期にあたっては、薪しい絶対王権を確立するためのものであると言えるかもしれない。
璽　宮廷劇作家Gil　Vicenteと異端審問制度
　3．1　宮廷劇作家として当時ヨーロッパに比肩し得る者のなかった（ミ7）ジル・ヴィセンテ
（1465？－1536？）は、eq　EEの政治的世界の鎮魂術＝異端審問制度を如何に考えていたであろうか。
　1497年ドン・マヌエル1澄の強鋼改宗に異議を唱える（邑s＞
　　　心からキリスト教徒であるように徒らにユダヤ人に請う（39）
　強制改宗に対する否定の態度が、ユダヤ人のキリスト復活に対する不信感によって示されている
噸活に関する対話謝（40）では、2人のラビが律法的にはキリストの復活を信ずるものの、やはり次
のような結末になってしまっている。
　　　ラビ）
　　　我々は沈黙しているのがよかろう。
　　　あ奴が復活したと言おうとする噺を私は黙らせてしまおう、
　　　沈黙し、復活を否定し、シナゴーグに参与しておくのが真実の道であろう（．．．）（41＞
　1531年と書えば、ドン・ジョアン3世により交渉が再開された年であるが、この年の1月26βポ
ルトガルで地震が発生する。人々は、これは神の怒りであって、その原困は新キリスト教徒が国内
に在住していることにあると信じ、彼らを攻撃する（き2＞そのことに関して、ジル・ヴィセンテは、
「私は結論として、我々が驚嘆致しましたこの度の地震は神の怒りではなくて、建造物の損害を引
き起こす窃然力の憤りという形で主なる神の慈悲が下ったものだと申し上げましょう。このことが、
確闘としたものでないとすれば、私を火飛（43＞に処していただきたいと思っております」（94）
　「我々の宗教の中で、今なおよそ者であって、しかも受け入れられていない者←薪キリスト教
徒）が、何人かいるとしても、次のように考えるべきではないでしょうか。つまり、我が国では宗
教熱が余りに高揚しているばかりに、偶然にも生じた事態であって、神はそのことに満悦しておら
れる、という具合にであります」〈45＞
　ジル・ヴィセンテは、　’31年に始まる交渉に先んじて強制改宗が、中世カトリック教会概念では、
誤謬であることを示そうとしたのではないか。
　3．2　こうした前提の下に、次の聖餐神秘劇をどのように解釈したらよいであろうか。
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　榊の歴史の聖餐神秘劇毒（46）（1526年、1527年、1528年いずれかの年が上演年）
　アダム、エバを始め、肇ヨハネまでが地獄王煮悪魔（ルシーフェル、ベリアル、サタン）の園圏
に繋れてしまう。そこへ、イエスが登場。荒野の試みを模した、悪魔の傍若無人な振舞い。冒濱行
為の繰り返し。イエスはゴルゴダの丘で受難。復活して、捕われの者らを解き放つ。全きキリスト
教的ハッピー・エンディングの幕切れとなっている。
　原罪観念の上に成立しているキリスト教は、イエスを懸罪の由羊と見倣す救済宗教であり、否定
的存在を媒介として確証される象徴の究極的論理が、内在していると考えられる。
　この戯曲自体、次のように解釈されよう。
　地上の処女を母として生まれた父なる神の子という、2つの世界に穣渉る爾義的存在者イエスが、
地上に遍く平和をもたらすためには、まず市外の晒台で荊の冠を被せられ、偽王（モック・キン
グ）として死ななければならない。もちろん、カーニバルの偽王戴冠・王位剥奪の儀式に不可欠の
アルレッキーノたち（悪魔）は登場している。偽王として死んだイエスが、待望の救世主（キリス
ト）として復活し、地獄王どもを追放し、獄禽に繋れていた者らを解放する。そして地上の平和は
ここに完遂するのである（まの
　3．3　絶対王権が創成されつつある時期にあたり、ジル・ヴィセンテ肖身、一方では薩接的・
宗教的にキリストの受難・復活を語り、他方ではその内爾的な蹴界の中で、いわゆる政治的壌界の
鎮魂術、つまり「犠牲の論理」を感得し、中世的世界観から、それを演麟的に示そうとしたのでは
ないか。
　3、4　ところで、イギリスにあって100年戦争が終結する際、無学文盲の単純な一・介の《羊飼の
娘》、〈百姓娘》、しかし利発で、決断力に富み、熱烈な感じやすい心の持ち主（ξ8）ジャンヌ・
ダルクは、「選ばれたる女性」（（9）　「天の遣わされたヒロイン」（se）つまり「神の御使い」麟であ
り、「主薦文と聖母祝詞と、使徒信経（．．．〉以外は知」（52＞らず、「範とするにたる信心と非のうち
どころのない素行の持ち主」（｛3）　「こと信｛瑠こかんしては誤りに陥いったためしのないこと、つ
ねに信心深く善良なカトリック教徒」（54）であったが、「モシモソノ状態ニイナケレバ、神様ガソ灘
二概イテクダサイマスヨウニ、モシ私ガソコニイルナラ、イツマデモイラレルヨウニシテ下サイマ
スヨウニ」（55＞という彼女の蓄葉をカトリック教会は、教会の仲立ちなしに薩接神と逓じていると
解釈し、「許しがたい傲慶」（56）と断じたのである。F向う見ずな彼女の勇気」卿　「千軍万軍の騎
lr」（｛8）　「練達の騎士」（59）という記号を持つ「女戦士」（60）は、「陣中ト宮中トヲ問ワズ騎士ノゴ
トキ出立チデアッタタメ、サスガノ強者ドモモ、イタク驚キ、カツ立腹シタ」㈹のであり、ぎら
に「カトリックは女が男の服装を身につけることを、厳重に禁じていた」（62）のである。
　「ジャンヌは自分では知らなかったはずだが、その行動は、カトリック教会と貴族鰯とを二つの
軸にする中世の枠を、すでに逸脱していたのである。その意味では、まさに彼女は異端釣だった」轡
　実際、「尋鴬ナラザルモノ」（§4＞　「身持チ修ラヌ女、魔女、偶像崇拝ノ異端ノ女」（｛5＞　「超霞
然の乙女j（66）として、殉教させられる（97）
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　ジャンヌ・ダルクこそ、象徴論的に中琶投界の崩壊・絶対主義確立＝エリザベス1世治世、を準
備した否定的存在であったといえる。
　3．5　王権が持つ「犠牲の論理」の可能性を特に駄ンリー4世壽第1部、第2部において示
すことができたシェイクスピア（68）は、以上の歴史的経緯を神話論的次元で把握していたに違いな
いo
　絶対主義という同じ政治形態の確立期に生きた爾劇作家とも、カーニバル的・教会麟的伝統に支
えられて、歴史・王権の「犠牲の論理」を舞台芸能に投射することができたと雷えよう。ここに平
行関係が成立している。
　ポルトガル異端審問制度が、絶対主義確立の生蟄の儀式であるとすれば、ジル・ヴィセンテは、
中世的思考の下に榊の歴史の聖餐神秘劇』によって極めて文学的にナイーブに制度設立を非難し
たと言えるのではないか。しかも「汝らに墾アウグスティヌスの榊の臨等の思弁は言いたくは
なく、ドゥンス・スコトゥスを一一e“義たりとも申そうとは思わぬ、（．．．）思弁の秘密を等閑に」
（69）するといった語り口を旨としている以上、つまり聖アウグスティヌス、ドゥンス・スコトゥス
を槍玉に挙げながら、中世末期の硬直化したスコラ思想非難の態度を骨の髄までに浸透させている
以上、彼をく富廷道化〉と名付けてよい筈である。
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